
マレーシア

マ
レ
ー
シ
ア
は
マ
レ
ー
系
、
中
華
系
、
イ
ン
ド

系
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
言

語
、
宗
教
、
食
文
化
な
ど
が
異
な
る
民
族
同
士

が
、
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
調
和
し
て
暮
ら
し
て

い
る
の
が
魅
力
的
な
国
で
す
。
人
口
の
約
７
割
を

マ
レ
ー
系
が
占
め
て
お
り
、
国
語
は
マ
レ
ー
語
で マ

レ
ー
シ
ア

～
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
市
場
へ
の

　
　
　
　
入
口
と
し
て
魅
力
的
な
国
～ 外

務
省
在
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
大
使
館　
二
等
書
記
官

谷
貝　
勇
樹

す
が
、
異
な
る
民
族
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
英
語
が
よ
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
英
語
が

広
く
通
じ
る
と
い
っ
た
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
教
は
主
と
し
て
マ
レ
ー
系
の
方
々
が
信
仰

す
る
イ
ス
ラ
ム
教
と
な
り
ま
す
が
、
信
教
の
自
由

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
、
様
々
な
宗
教
が
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
々
の
宗
教
行
事
毎
に
祝
日
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
生
活
は
ま
さ
に
多

様
性
を
体
感
で
き
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
り
ま

す
。

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
比
較
的
高
い
所
得
や

民
族
・
宗
教
の
多
様
性
、
英
語
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
可

能
な
点
な
ど
か
ら
、
海
外
展
開
に
向
け
た
テ
ス
ト

市
場
・
拠
点
と
し
て
も
魅
力
的
で
あ
り
、
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
も
イ
ス
ラ
ム
経
済
や
食
品
・
ハ
ラ
ル
分

野
で
の
ハ
ブ
と
な
る
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。
日

系
企
業
が
、
イ
ス
ラ
ム
市
場
へ
の
入
口
と
し
て
捉

え
て
進
出
す
る
こ
と
も
多
く
、
日
本
か
ら
マ
レ
ー

シ
ア
向
け
の
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
額
は
過
去

５
年
間
で
２
倍
以
上
に
増
加
し
ま
し
た
。
林
産
物

関
係
で
は
、
ホ
ク
ト
株
式
会

社
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
工
場
を

設
立
し
て
お
り
、
ブ
ナ
シ
メ

ジ
等
の
キ
ノ
コ
を
生
産
、
マ

レ
ー
シ
ア
国
内
に
販
売
す
る

と
と
も
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
在
マ
レ
ー
シ

ア
日
本
国
大
使
館
で
食
産
業

担
当
官
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
業
務
は
農
林
水
産
物
・

食
品
に
関
す
る
こ
と
は
何
で
も
扱
っ
て
お
り
多
岐

に
渡
り
ま
す
が
、
主
要
な
業
務
の
一
つ
と
し
て
、

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
具
体
例
と
し
て
、
日
本
政
府
は
、
日
本
産
農

林
水
産
物
・
食
品
の
有
望
な
輸
出
先
国
に
お
い

て
、
在
外
公
館
及
び
ジ
ェ
ト
ロ
海
外
事
務
所
等
を

構
成
員
と
し
た
「
輸
出
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
以
下
、
P
F
と
記
載
。）」を
設
置
し
、
輸
出
拡
大

に
向
け
た
事
業
者
へ
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
本
年
５
月
、
イ
ス
ラ
ム
圏
初
の
P
F
を
マ

マレーシアを代表する「ブルーモスク」

シリーズ

海外・現場

最前線からの

便り
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主
戦
場
に
捉
え
た
政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
製
造
さ
れ
た
家
具
の
80
％

は
海
外
市
場
向
け
に
な
り
ま
す
が
、
2
0
2
5

年
ま
で
に
家
具
を
含
む
木
材
・
木
材
製
品
の
輸
出

額
を
2
8
0
億
リ
ン
ギ
ッ
ト
※1

と
す
る
政
策
目

標
を
立
て
、
M
T
C
S
認
証
※2

の
取
得
や
製
造

技
術
の
高
次
化
、
投
資
促
進
の
面
で
積
極
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
長
す
る
東
南
ア
ジ
ア
市
場
・
イ
ス
ラ
ム
市
場

の
入
口
と
し
て
魅
力
的
な
マ
レ
ー
シ
ア
に
今
後
と

も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マレーシア最古の国立公園「タマンネガラ」

東南アジア最大のBtoB向け家具見本市「マレーシア国際家具フェア」

フタバガキ科の大木が観察できます

左から2番目：アーサー・クルップ農業・食糧安全保障副大臣
左から3番目：高橋農林水産大臣政務官（当時） マレーシア輸出支援プラットフォーム立ち上げ式

レ
ー
シ
ア
に
設
置
し
ま
し
た
。
大
使
公
邸
で
開
催

し
た
立
ち
上
げ
式
に
は
、
高
橋
農
林
水
産
大
臣
政

務
官
（
当
時
）、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
ー
サ
ー
・
ク

ル
ッ
プ
農
業
・
食
糧
安
全
保
障
副
大
臣
に
出
席
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
当
地
の
食
品
関
連
事
業
者
な

ど
約
1
2
0
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
P
F
で
は
、
農
林
水
産
物
・
食
品
分
野

の
国
際
展
示
会
へ
の
出
展
支
援
な
ど
の
取
組
を
通

じ
、
日
系
企
業
の
進
出
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
森
林
・
木
材
分
野
の
話
題
に
つ
い

て
も
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア

は
そ
の
豊
か
な
森
林
生
態
系
も
魅
力
の
一
つ
に
な

り
ま
す
が
、
木
材
分
野
に
お
い
て
も
国
際
市
場
を

※1 9,735億円（1MYR=34.77円で換算）。2023年実績は218億リンギット（7,580億円）
※2 マレーシア木材認証制度。PEFCと相互承認している。
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